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らテンス形式 r- カッタ」を取り出し、考察を行った。そこから、最上地方では r- カッタ」という形
式が現在と切り離された過去を示す形式としてタッタ形に置き換わっていく様子が窺えた。これはテン


















































































































































































に考察したものである。全体は 3 部 8 章から構成される。




次に、第 E部「本論」では、第 I 部を受けて具体的な問題について論じる。第 3 章「標準語テイル形
の意味・再検討」では、テイル形のもつ動作継続・結果継続という意味の二面性の問題などを考察する
ため、標準語のテイル形の意味を再検討する。また、第 4 章「調査法と理論的枠組みの再検討」では、
西日本諸方言のアスペクト研究において、個々の形式の意味からアスペクトの規定が行われていないこ
とを指摘するとともに、従来の調査の調査文を比較することで、統一的で洗練された調査票が必要で、あ
ることを述べる。続く第 5 章「各地方言のバリエーションとその意味」では、各地方言のアスペクト形
式のバリエーションを把握し、地理的な分布状況を明らかにしながら、それぞれの形式が担う意味につ
いて検討する。さらに、第 6 章「ヨル形の意味検討」では、西日本諸方言にみられるヨル形に焦点を当
て、待遇表現やムード形式のような意味の派生について考察する。
最後に、第E部「結論J においては、第 E部の考察をもとに、アスペクトの捉え方について一定の結
論を導く。第 7 章「アスペクトをどう捉えるか」では、アスペクトという文法カテゴリを認めつつも、
そこに含まれる形式たちが、時間的局面を切り出せるという共通点を持つ集合体として認識すべきであ
ることを述べ、各地方言のアスペクト形式の意味特徴についてまとめる。第 8 章「日本語アスペクト研
究の諸問題」では、各章における論述を振り返りながら、あらためて本研究の意義を述べ、また、本研
究で解決まで至らなかった点や今後の課題などを述べる。
従来、日本語方言のアスペクト研究は、進行と結果といった対立軸で構成される整った枠組みで研究
されるのが普通で、あった。本研究は、そうした学界の定説に疑問を投げかけ、個々のアスペクト形式に
ついて慎重な意味分析を行う。そして、アスペクトという文法範鴫を、時間的局面に何らかの関連をも
っ形式の緩やかな集合体として捉えるべきであるという新たなアスペクト観を提示する。この成果は、
方言のみでなく標準語も含めた日本語アスペクト研究に大きく寄与するものであり、高く評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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